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編
集
委
員
会

小
川
清
史
著
『
合
憲
自
衛
隊　

新
自
衛
隊

法
─
九
条
の
ま
ま
で
も
戦
え
る
組
織
に
』

ワ
ニ
ブ
ッ
ク
ス

　
著
者
の
小
川
清
史
氏
は
、
陸
自
82
期
、

米
陸
軍
歩
兵
学
校
及
び
指
揮
幕
僚
大
学
留

学
、
自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
長
、
陸

上
幕
僚
監
部
装
備
部
長
、
第
6
師
団
長
、

陸
上
自
衛
隊
幹
部
学
校
長
、
西
部
方
面
総

監
を
歴
任
。
現
在
、
一
般
社
団
法
人 

救
国

シ
ン
ク
タ
ン
ク
客
員
研
究
員
、
全
国
防
衛

協
会
連
合
会 

常
任
理
事
。
著
書
に
『
近
代

戦
を
決
す
る
マ
ル
チ
ド
メ
イ
ン
作
戦
』（
国

書
刊
行
会
）、『
ど
ん
な
逆
境
で
も
、
最
高

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
す
る 

心
を

「
道
具
化
」
す
る
技
術
』（
ワ
ニ
ブ
ッ
ク
ス
）

な
ど
多
数
。

　
小
川
清
史
氏
は
、
他
国
の
軍
隊
が
国
際

法
に
よ
る
制
限
を
除
き
原
則
無
制
限
に
行

動
で
き
る
の
に
対
し
て
、
自
衛
隊
は
憲
法

以
前
の
自
衛
隊
法
に
よ
っ
て
行
動
を
制
限

さ
れ
て
お
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
国
土・

国
民
を
全
力
で
守
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組

み
を
平
時
の
う
ち
に
整
え
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
説
き
つ
つ
、
自
衛
隊
の
軍
事
組
織

化
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　
自
衛
隊
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
議
論
は
、

国
の
安
全
保
障
と
民
主
主
義
の
根
幹
に
関

わ
る
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
立
場
の
違

い
を
超
え
て
冷
静
か
つ
建
設
的
に
議
論
を

進
め
て
い
く
べ
き
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
議
論
の
伏
線
と
な
る
法
律
家
に

よ
る
警
察
と
軍
隊
と
の
違
い
及
び
国
際
法

と
国
内
法
の
違
い
、
並
び
に
憲
政
史
家
に

よ
る
日
本
国
憲
法
の
解
釈
の
変
遷
に
つ
い

て
触
れ
て
お
り
、
一
般
教
養
図
書
の
一
面

も
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。
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司
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憲
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門
田
隆
将
著
『
大
統
領
に
告
ぐ　

硫
黄
島

か
ら
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
与
ふ
る
書
』

産
経
新
聞
出
版

　
著
者
の
門
田
隆
将
氏
は
、
新
潮
社
『
週

刊
新
潮
』
編
集
部
記
者
、
デ
ス
ク
、
次
長
、

副
部
長
を
経
て
独
立
。『
こ
の
命
、
義
に

捧
ぐ
─
台
湾
を
救
っ
た
陸
軍
中
将
根
本
博

の
奇
跡
』（
集
英
社
）
で
第
19
回
山
本
七

平
賞
受
賞
。
主
な
著
書
に
『
死
の
淵
を
見

た
男
─
吉
田
昌
郎
と
福
島
第
一
原
発
』（
角

川
文
庫
）『
太
平
洋
戦
争 

最
後
の
証
言
（
第

一
部
〜
第
三
部
）』『
な
ぜ
君
は
絶
望
と
闘

え
た
の
か
─
本
村
洋
の
3
3
0
0
日
』（
新

潮
文
庫
）
な
ど
多
数
。

　
本
書
は
、
昭
和
20
年
3
月
、
玉
砕
す
る

硫
黄
島
で
日
本
の
海
軍
司
令
官 

市
丸
利

之
助
少
将
が
し
た
た
め
た
一
通
の
手
紙
を

描
い
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

　「
日
本
海
軍 

市
丸
海
軍
少
将 

書
ヲ
『
フ

ラ
ン
ク
リ
ン 

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
』君
ニ
致
ス
。

我
今
、
我
ガ
戦
ヒ
ヲ
終
ル
ニ
当
リ
、
一
言
、

貴
下
ニ
告
グ
ル
所
ア
ラ
ン
ト
ス
」

　
こ
う
始
ま
る
手
紙
は
、
日
本
の
立
場
、

大
東
亜
共
栄
圏
の
意
味
、
天
皇
の
平
和
を

願
う
思
い
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
の
欺

瞞
、西
洋
諸
国
に
よ
る
人
種
差
別
、ス
タ
ー

リ
ン
率
い
る
ソ
連
と
の
協
調
の
危
う
さ

等
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

大
統
領
の
目
を
開
か
せ
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
日
本
人
が
こ
の
80
年
で
失
っ
た
も
の
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
人
に
必
要
な
も
の
は
何

か
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
手
紙
を
書
い
た
市
丸
少
将
、
命
を
か
け

て
こ
れ
を
翻
訳
し
た
ハ
ワ
イ
生
ま
れ
の
日

系
二
世
、
そ
の
英
文
と
和
文
を
腹
に
巻
い

て
突
撃
し
死
し
て
米
軍
に
届
け
た
通
信
参

謀
ら
の
意
思
と
行
動
の
理
由
、
そ
し
て
市

丸
少
将
に
よ
る
最
後
の
訓
示
「
百
年
後
の

日
本
民
族
の
た
め
に
殉
ず
る
こ
と
を
切
望

す
る
」
の
意
味
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
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ご
関
心
の
あ
る
方
は
、
メ
ー
ル
又
は
電

話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

henshu@
rikushukaikosha.or.jp
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